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＊編集の都合上，変更になることがあります

●概念という言葉は日常よく用いられますが，本当の意味を
考えようとすると難しいものですね。本特集で，坂下先生が
概念に対する苦手意識をアジア人の特性に由来するものとさ
れていて，ハッとしました。先生は以前から，概念構築の重
要性を強調されると同時にその難しさを指摘されています
が，これは，山本則子先生（東大）が開発された「ケアの意味
を見つめる事例研究」において，事例の振り返りや問われ語

りの中から，後に事例研究論文のカテゴリを形成する
「キャッチコピー」や「小見出し・大見出し」をつくっていく過
程と通底するものがあるように感じます。そして，研究に
とって極めて重要となるこのプロセスが，実はいざ論文と
なったときにはなかなか目に見えにくい部分であることを，
本特集から改めて実感しました。そのあたりをぜひ雑誌でカ
バーできたらと思い，その方法を考え続けています。（小長谷）

特集
拡がる看護研究の未来
1看護系の学術関連分野の広がりと現状・今後の展望　川口孝泰
2看護研究の展開への期待と展望̶主要学協議会の取り組みから  
　上泉和子／小松浩子／宮腰由紀子／真田弘美，川口孝泰
3量的研究と質的研究を中心とする看護学の歩みと展開
3-1量的研究を中心に　牧本清子
3-2質的研究を中心に
 質的研究の進化と看護の独自性の立ち位置　西村ユミ
 現象学的研究と看護研究　村上優子，西村ユミ

特別記事●共著者ネットワーク分析による看護学の動向　今井哲郎，川口孝泰

連載●集まる つながる 広がる̶若手研究者のバトン・9　水野恵理子

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
9

2026/09/23 10:41:47


